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  写真１ 柳池中学構内遺跡の発掘調査風景       写真２ 四耳壷頚部破片の出土状況 













写真３ 近世初頭期の堺環濠都市遺跡出土の四耳壷    図２ 南蛮図屏風に描かれた輸入用の四耳壷 
   （堺市埋蔵文化財センター） 





















    写真４ タイ・アユタヤ周辺地域の      写真５ 本遺跡出土四耳壷と漆塗料の垂下状態 


























































 写真７-１ 本試料におけるちぢみムラの状況  写真７-２ 一般的な日本産漆のちぢみムラの状況 



















    写真８-１ 本試料（黒色系漆塗料）の     写真８-２ 本試料（赤褐色系漆塗料）の 








































































































写真９-１ 本試料（黒色系漆塗料）の塗膜断面に   写真９-２ 本試料（黒色系漆塗料）の塗膜断面に 
     観察される球状抜け穴痕跡(1)(200倍)        観察される球状抜け穴痕跡(2)(500倍) 
 










写真10 本試料（黒色系漆塗料）の塗膜断面に    写真11 頚部付着の本試料（黒色系漆塗料）の 






























 一、天井  上たん（段）ハおりあげ 次ハこかべ（小壁）立て そう金泥引 
 一、立具  屋り（遣）戸しょうじあり  うちハはりつけ そとハぬりまいら（舞ら戸） 
 一、ふす間しょうじ  絵ハでい（泥）引  直み（墨）絵 あい（藍）に色絵まぜて 
   えし（絵師）ハ狩ノ（狩野）右近へ可申渡候 
 一、阿ま（雨）戸 かもいのうえ さ間連んじ 
 一、上たん（段）のか間ち（かまち） 志んぬり（真塗り） 
 一、とこか間ち（床かまち）も 志んぬり（真塗り） 
 一、ゑんまは里（縁廻り） おきふち 絵天せう（天井） 但間中なり 
 一、こかべ うちそと（内外） はりつけ絵在（あり） 
 一、御す間い（住まい）のぎハ 所々 さし徒（ず）に阿り（あり） ひの木（檜）にて全部 入 
   致し可申事 
 一、台所の志きり いつ連もくれゑんの いうし○所 さしづ（指図）のあり 
 一、高さゑんかわ（縁側）にて 板敷より桁のうわばまで 壱丈弐尺 
 一、かもいうちのり（内法） 六尺弐寸 
 一、天せう（天井）のたかさ 天せうふち（天井縁）の上ばまで 壱丈弐尺五寸 柱まで也 
 一、柱のふとさ 六寸弐分 はかり  但 そこもとにて之を斗 












「河添村田中 屋敷 六間 廿五間 五畝十歩 五升三合蒔大ツ（大豆）壱俵六升 次郎五郎 






以来違変有間敷候、全存其旨、精を入、うへふやし可申者也   
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（史料３） 
元和元年（1615）『和州郡山御城付御知行之内小物成帳(大日本史料 所収)』 
「一 五斗   同（茶代）山手   丹生村 
 一 弐斗   うるし百廿匁代   同所村 
 一 四石     茶代      北野村 
 一 八斗五升 うるし五百拾匁    同所 
 一 八斗     山年貢     的場村 
 一 壱斗七升 うるし百弐匁     同所 
 一 八斗     茶代      岸寺村 
 一 五升   うるし三十四匁代   同所 
 一 壱石六斗   茶代       室津村 
 一 九升   うるし五拾一匁    同所 
 一 弐斗    山年貢      切山村 
 一 五斗七升 うるし三百四十匁   同所 
 一 壱石    山年貢      邑地村 
 一 壱斗一升  うるし六十八匁  北ノ山村 
 一 八斗    同（山年貢）   月ヶ瀬村 
 一 五升    漆三十四匁代    同所 
米合九拾四石七斗弐升五合     定納 
此高頭百八拾九石四斗五升  但五ッ取ノ勘定 
以上     元和元年  七月十九日   小堀遠州  （花押） 
北見五郎左衛門（花押）  
          中坊 左近 （花押） 
伊丹喜之助   （花押） 




「一、永楽四貫七百七拾壱文 朱 六百六拾三匁代 但御扉平軸柱長押塗申候   
 一、永楽五貫四百八拾五文 漆五拾六盃ノ代 但壱盃ニ付九拾五匁入  
 一、永楽弐貫八百文 塗物並薄置作料 此人数弐百七拾人、  
 一、米五石弐斗九升 石切並丹塗作料」 
 
(史料５）  
寛永15年（1638）松江重頼『毛吹草』            
・陸奥 会津漆   ・越中 漆   ・上野 漆   ・下野 漆   ・甲斐 漆   
・大和 吉野漆   ・備中 漆   ・周防 漆   ・肥後 漆 
正徳２年（1712）寺島良安『和漢三才図絵』 
・陸奥 漆（会津） ・出羽 漆     ・越後 漆  ・上野 漆    ・下野 漆 
・甲斐 漆     ・大和 漆（吉野） ・備中 漆  ・日向 漆（米良） 
 


















No. 漆塗り技法 本数 長さ 折廻 此間 塗装箇所
1 らういろ 1 1丈２尺５寸 １尺 １２間５寸 床かまち
8 らう色 8 ６尺 ３寸２分づつ １５間３寸６分 上段ふす間障子４枚の分立てのかまち
9 らう色 8 ３尺８寸 ２寸７分づつ ８間２寸 右の横かまち
16 らういろ 1 １丈９尺５寸 １尺２寸５分 ２４間３寸７分 上段のかまち
19 らう色 12 ６尺２寸５分 ５寸２分づつ ２４間３寸７分 中段のふす間障子８枚の分　立かまち
20 らう色 4 ６尺２寸５分 ５寸１分づつ １２間７寸５分 同　志やう木
21 らう色 16 ４尺８寸 ２寸６分づつ １９間９寸７分 同　ふす間障子８枚のよこかまち
28 らう色 4 ６尺５寸 ７寸３分づつ １８間９寸８分 縁側杉しゃうじ２枚のぶん立のかまち
29 らう色 4 ４尺３寸 ６寸３分づつ １０間８寸３分 右の横かまち
計 らういろ １４６間９寸６分 但し　１間に付８分３合
2 はなぬり 5 １丈２尺５寸 ８分づつ ５間（４間５寸） 同床の間四分一　よこのぶん
3 同 4 ３尺 ８分づつ ９寸６分 同所わきの四分一
4 はな塗 8 １尺４寸 ２寸７分づつ ２間３寸５分 違い棚の障子かまちよこのぶん
5 同 8 ９寸５分 １寸９分づつ １間４寸４分 右の横かまち
6 同 2 ６尺７寸 ６分づつ ８寸 御○○の分四分一
7 同 16 １尺３寸８分 ４分づつ ８寸８分 御○○の腰障子の四分一
10 はな塗 6 ７尺６寸 ２寸７分づつ １０間９寸５分 同所　打さん
11 同 3 ６尺 ２寸４分づつ ４間３寸２分 違い棚うえ　打さん
12 はなぬり 3 ６尺 ６分づつ １間８分 同所　よこ　四分一
13 同 6 ５尺７寸 ６分づつ ２間５分 同所　立の　四分一
14 同 4 ３尺３寸 ６分づつ ７寸９分 同所　中たなの四分一　汲○○立て共に
15 同 10 ８寸５分 ６分づつ ５寸１分 同所　よこの　四分一
17 はな塗 12 ２尺１寸５分 ６分づつ １間５寸５分 上段の御納戸　こし障子６枚のぶん四分一
18 同 12 ４尺３寸 ６分づつ ３間１寸 同所　よこの　四分一
22 はな塗 6 １丈９尺 ２寸２分づつ ２７間３寸３分 同所　戸さん　志きり２つの分
23 同 12 ６尺１寸５分 １寸づつ ７間３寸８分 中ノ間　はり付３間の分の四分一立横共に
24 同 48 ２尺２寸５分 ６分づつ ６間４寸８分 中段より折廻　こし障子２４枚の四分一立の分
25 同 48 ４尺４寸 ６分づつ １２間６寸７分 右の横四分一
26 同 8 ２尺２寸５分 ６分づつ １間８分 東の側北ノ間こし障子４枚の立ノ四分一
27 同 8 ２尺９寸 ６分づつ １間３寸９分 右の横　四分一
30 はな塗 3 ８尺８寸 ２寸２分づつ ６間３寸３分 同所　打さん
31 同 ２つ １尺６分７分 １尺８寸づつ ６間１分 同所　桁のふし３つ　２つ○○ふさを１つに〆
32 はな塗 2 ７尺 ５寸５分づつ ７間７寸 同　たすきかまち
33 同 4 １尺６寸 ５寸 ６間２寸 同　たすき
34 同 ２つ ○○１尺２寸づつ ２間８寸８分 懸魚ノ釘隠　菊取かまち共
35 31 たる木　○
計 志ん塗 １２４間７寸１分 但し　１間に付４分３合
36 ３４枚分 漆７０目 こし障子のまいら　釘目のさし格子
37 ２つ ４間５寸６分 塵取
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キーワード：桃山文化期（momoyama cultural period, the end of the 16th century～the first 
half-yearly of the 17th century）；漆塗料（urushi paints）； 
            出土四耳壷（excavated four lobs jars）； 
            東南アジア交易（Southeast Asia trade）；タイ・カンボジア（Thailand・Cambidia） 
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Study of the Urushi Paints Used 
in the Momoyama Cultural Period 
 
Nobuhiko KITANO, Kazushige KOHIYAMA＊, Masahiko RYOKO＊, 
Yohsei KOHＤZUMA＊＊ and Tetsuo MIYAKOSHI＊＊＊ 
 
In recent years, ｍany four-lobed jars were excavated at the center of Kyoto city (O-ike 
site). These jars were imported from Thailand or Cambodia from the end of the 16th century to 
the first half of the 17th century. Some jars were stocked with black urushi sap paints.   
Results of elemental analysis by GC/MS specific heat showed that these black urushi paints 
were composed of Melanorrhoea usitata (grown in Thailand, Cambodia, and Myanmar), not 
Rhus vernicifera (grown in Japan or China) or Rhus succedanla (grown in Vietnam). 
According to old documents, a large amount of urushi paints was used on objects and 
wooden buildings during the Momoyama cultural period. But in those days the production of raw 
urushi paints made in Japan was not necessarily sufficient. So many raw urushi paints were 
imported from Southeast Asia. 
Thus, black urushi paints stocked in these excavated jars were actual materials imported  
from Southeast Asia during the Momoyama cultural period and used in Kyoto. 
＊Kyoto City Archaeological Research Institute ＊＊National Research Institute for Cultural Properties, Nara 
＊＊＊Meiji University 
